
議　　題

利用者 ０名 １．あいさつ

利用者家族 ０名 ２．実績報告

地域住民の代表者 ３名 ３．新規利用者様事例検討

市職員 ２名 ４．身体拘束について

地域包括支援センター職員 １名 ５．意見交換

事業所 ３名

　　②お金や通帳の物盗られ妄想がある

　・対応方法

　　　・動きたくない理由を考えて、それを解決していく。

　　　・みんながやるならやる人もいるのでうまく他の方もまきこんで動いてもらう。

　　　・動くための目的をうまく作って、動いてもらう。

　　　・その必要があるならば、うまく動いてもらったほうが良い。

　　等様々なご意見をいただく。

　　①家族に協力を仰ぎ、本人の様子を見に来てもらったり、一緒に自宅へ行き自宅の様子をみてきてもらう。

　　　食事つくりや掃除等の家事を行ってもらったり、作品つくり等別の事に興味を集中をむける。

　　②本人の話を否定せずに傾聴する。

　　　興奮状態にあるときはスタッフ同士が連携し、一人の負担にならないようにする。

　　　使い終わった通帳や、紛失してもよいお金を家族に用意してもらう。

　　等行ってきて、現在は帰宅願望も無くなり、物を盗られたという事もまったく聞かなくなったという事をお伝えする。

４．身体拘束について

　　グループホームらく管理者からの挨拶。

２．実績報告

　　・１０月の初旬より食欲が低下されてきた利用者様がいたが、現在は回復された事

　　を報告させていただく

　　・新しい利用者様が入所された事

　　グループホームらくの実績と近況の報告。

　　・原因不明な発熱があった方がいた事

　　新しく入所された利用者様が落ち着いて生活されるまでの解決すべき点と行った対応方法を発表する。

　　①帰宅願望がある

　　　・利用者さん個々の精神状態を考え、慎重にしたほうが良い。

３．新規利用者様事例検討

運　営　推　進　会　議　開　催　報　告　書

　　開催日時　　令和元年　１１月２２日(金)　　１３：３０～１４：３０

会　　議　　録

１．あいさつ

参加者

　　今回は逆に動きたくない人を動かすのはどうか？という事を話し合う。

　・解決すべき点として

５．意見交換

　　阿波踊り鑑賞会が１２月７日１３：３０から長根公民館で行われることについてご説明いただきました。


